
 

 歌志内市立図書館  

 

歌市内（うたしない）市立図書館は、2026 年 4 月 15 日に歌市内コミュニティセンタ

ー内から 6.6 キロほどのところにあるこども未来地域交流センター「うたりば」内に移転

して生まれ変わりました。 

移転前までは信金や郵便局なども揃っている市街地にあり、旧歌志内線の終点歌志内駅跡

が現在郷土資料館「ゆめつむぎ」として展示・公開されている辺りです。こちらの郷土資料

館は昭和から平成にかけて私達が普段使った日用品も多数展示しているので、とても親しみ

を感じます。70 年代、５段ギアで後方に派手なライトが付いていた自転車に憧れていた少

年は私だけではないでしょう。歴代のワープロやパソコンなども。思い出が走馬灯のように

蘇ります。いくらでも時間を費やすことができます。 

 

旧歌志内線は砂川から歌志内までの 14.5km ほどの短い距離を運行していました。

1988 （昭和 63）年に廃止となりました。郷土資料館の HP を閲覧すると、鉄道ありし日

の映像を見ることができます。あいにく私はこの路線に乗ることができず悔やんでおります。 

 

歌志内出身の芥川賞作家・高橋揆一郎（たかはしきいちろう）の生原稿なども展示してい

ます。注目は新田次郎文学賞を受賞した『友子（ともこ）』という作品です。女性の名前で

はありません。私も初めて知ったのですが、「友子」という制度（組織）がありました。小

説では「友子」とは一体どのような制度で生活をしているのか、詳細に綴られています。鉱

山坑夫による師匠と弟子の関係であり、「親分と子分」の関係に近いかもしれません。この

制度は徳川家康が金山銀山の労働者に何らかの優遇策をと取ったのが始まりのようです。明

治になって炭鉱が盛んになり、友子組織が確立しました。なぜ「友子」と呼ぶのかについて

は本書で友子同盟についての研究発表が掲載されています。 

 

ところで「なんこ」という歌志内の郷土料理を食べたことありますか？あいにく私はまだ

食べたことないのですが、市内の温泉施設「チロルの湯」で食べることができます。味噌味

による馬の腸やいろいろな野菜を煮込んだ料理ですが、レシピの前半ではどうもかなり馬の

腸の匂いがきつそうです。お店で食べる時にはそこは省かれているでしょうが、それなりの

「覚悟」が必要なようです。お酒のつまみに合うそうです。炭鉱にゆかりのある家庭では食

べているそうですが、食べたことないという世代や地域もあるようです。 

 

歌志内は明治から昭和の高度成長期まで炭鉱で栄え、一時期は人口が 4 万人超える時代



もありましたが現在は 2500 人ほど。全国で最も人口の少ない市とも言われています。空

知地方には夕張、三笠、芦別など炭鉱で栄えた町が多く、炭鉱が無くなり、どの町も人口減

少の著しさが実情です。空知地方の炭鉱、室蘭の鉄鋼、小樽の港という産業を３つ揃えて「炭

鉄港」として日本遺産にもなっています。歌志内市ももちろん含まれています。 

 

新しくできた図書館へは、札幌から旭川方面に向かう特急で砂川まで 46 分。砂川駅から

徒歩 5 分、砂川市立病院からバスに乗車して歌志内学園まで 25 分。下車すると目の前に

図書館が入っているこども未来地域交流センター「うたりば」があります。児童館なども入

っている複合施設なので、夕方はとても賑やかです。絵本の棚にはユニークなイラスト入り

手書き見出しプレートが印象的。館内全体が手作り感満載でほっこりした気分になります。 

本屋大賞のコーナーでは候補作品に対するコメントが POP で細かく書かれています。全

作読んだのかな？ 

 

「うたりば」の隣にあるのが、2021 （令和３）年開校した小学校と中学校を合併した「歌

志内市立歌志内学園」です。この校舎は元々北海道歌志内高等学校でしたが、2007 （平成

19）年に廃校になったので校舎を生かし、校舎の隣に新しい施設「うたりば」を作り、歌

志内の子どもたちがみんな集まるエリアとしました。 

 

以前の図書館から 15 分ほど赤平方面へ歩くと「旧住友赤平礦業（こうぎょう）所歌志内

礦上歌坑会館（悲別ロマン座）」という建物があります。最近はクマ多発地域となっていま

すが、当時はとても賑やかな住宅街だったそうです。1953 （昭和 28）年オープンし、炭

鉱全盛期には映画や歌謡ショーなどで賑わいました。コラム「終わりなき図書館ジャーニー」

を配信している（一社）北海道リージョナルリサーチの代表理事のお祖父様がこの施設を運

営していたそうで、子供の頃よく遊びに行ったそうです。廃墟のような状態とは異なり、と

ても大きなホールとして賑わいました。当時の写真をネットで見つけることができます。 

炭鉱の閉山後、会館は廃墟化していたのですが、テレビドラマ『昨日、悲別で』のロケ地

として脚光を浴びます。現在は悲別ロマン座保存会によって管理されています。では、その

『昨日、悲別で』というドラマはどのような作品だったのか？ 

こちらは次回「上砂川公民館図書室」で続きを書きますね。 
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